
茎の高さが15-150cmの疑似一年草で、中国地方から四国、九州ではもっともふつうにみられるトリカブト

属である。花は8-11月に咲き、上萼片は僧帽形で長い嘴があるか、ときに背の高い円錐形で嘴が短い。花

弁の距は細くて長く、180度以下に屈曲する。

2010年版ではトリカブト属として掲載していたものを

2020年版では３種に区分した。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

三田市、多可町、宍粟市、朝来市、丹波篠山市、丹波市

■ 国内分布

本州（中国地方）、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

キンポウゲ科

兵庫県ランク…タンナトリカブト
環境省ランク… －Aconitum  japonicum  Thunb. subsp. napiforme  (H.Lév. et Vaniot)

Kadota


